
●
●
●

地
震
と
津
波
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
!?

　

10
月
23
日
（
土
）
に
発
生
し
た
新
潟
県

中
越
地
震
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報

道
を
見
て
心
を
痛
め
る
と
同
時
に
、
わ
が

家
の
防
災
対
策
を
見
つ
め
直
し
た
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
新
潟
県
中
越
地
震
は
、
内
陸
の

活
断
層
を
原
因
と
す
る
直
下
型
地
震
で
し

た
。
一
方
、
私
た
ち
の
地
域
で
心
配
さ
れ

て
い
る
東
海
地
震
、
東
南
海
・
南
海
地
震

は
、
海
洋
の
プ
レ
ー
ト
を
原
因
と
す
る
海

溝
型
地
震
で
、
特
徴
は
言
う
ま
で
も
な
く

津
波
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
私
た
ち
は
、
通
常
の
地
震
対
策

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
津
波
対
策
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

●
●
●

津
波
が
来
て
も
大
丈
夫
？

　

田
原
市
の
沿
岸
部
や
河
口
部
に
は
、
過

去
の
台
風
に
よ
る
災
害
を
き
っ
か
け
に
、

堤
防
や
護
岸
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
内
の
一
部
地
域
で

は
、
津
波
に
よ
る
越
水
被
害
の
可
能
性
は

少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
地
盤
沈

下
や
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
地
震
の
外
力

や
地
盤
の
液
状
化
で
破
壊
さ
れ
た
り
、
水

門
・
水
路
な
ど
が
決
壊
し
た
り
す
る
不
測

の
事
態
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て

田
原
市
は
、
沿
岸
部
に
い
る
市
民
や
観
光

客
、
漁
船
な
ど
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
情
報
伝
達
施
設
の
整
備
を
す
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
会
の
避
難
訓
練
を
支
援
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

●
●
●

危
険
な
区
域
は
、
ど
こ
？

　

愛
知
県
は
、
津
波
で
人
や
住
居
な
ど
に

被
害
を
受
け
る
危
険
が
あ
る
と
予
想
さ
れ

る
地
域
を
「
津
波
浸
水
危
険
地
域
」
に
指

定
し
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
の
津
波
浸
水
危
険
地
域
は
「
田

原
市
防
災
マ
ッ
プ
」（
今
年
10
月
発
行
・

全
世
帯
に
配
布
済
み
）
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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９月５日（日）23時 57分、東海道沖を震源地とするマグニ

チュード７．４（最大震度５弱）の地震が発生し、田原市で

も震度４を観測（赤羽根支所）しました。この地震により津波警

報が発令され、深夜、自動的に市内一斉の啓発放送が流れたことは、

まだ皆さんの記憶に新しいかと思います。

　田原市は太平洋と三河湾に面し、宿命的に津波の危険にさらさ

れています。広報たはらでは、今年５月号で津波発生のメカニズ

ムなどを特集しましたが、この機会に、津波についてもう一度考

えてみましょう。　 ▼防災対策室5２３局３５４８

●防災マップには、
災害時に役立つ情
報が満載です。定
期的に目を通すよ
うにしましょう。

●赤羽根漁港と太平洋岸

［防災特集］　守らなきゃ！

私たちの津波対策




